
 
 

2017年7月13日 
一般社団法人 衛星放送協会 

第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード 

 一般社団法人衛星放送協会（東京都港区 会長：和崎 信哉）は、本日7月13日（木）に千代田放送会館にて「第7回 
衛星放送協会オリジナル番組アワード」の授賞式を開催。授賞式では、オリジナル番組賞7部門とオリジナル編成企 
画賞の最優秀賞・審査委員特別賞が授与されました。 
 
 そして、オリジナル番組賞7部門101番組の中から本年度の大賞が決定。栄えある大賞には、『ＫＮＯＣＫ ＯＵＴ 
（ノックアウト）～競技クイズ日本一決定戦～』（ファミリー劇場）が輝きました。 
 
 尚、大賞、最優秀賞、審査委員特別賞の一部は、再放送も予定されています。この機会に、視聴者の皆様に優れ 
た受賞作をもう一度お楽しみ頂くことができます。 
 
 今後も、衛星放送協会では、本アワードを通じ、各放送局がこだわりを持って制作したオリジナル番組や大胆な編 
成企画をより多くの方々に知っていただく活動を推進してまいります。 

 

ファミリー劇場 
『ＫＮＯＣＫ ＯＵＴ（ノックアウト）～競技クイズ日本一決定戦～』 

大賞に決定!! 

「衛星放送協会オリジナル番組アワード」とは 
一般社団法人衛星放送協会では、会員各社のオリジナル番組制作を促進し、その認知度向上を目的に2011年に設立し、今年で7回
目を迎える。今回の応募はオリジナル番組賞7部門で101作品、オリジナル編成企画賞は20企画。各部門で最優秀賞のほか、数作品
に審査委員特別賞を授与。また、オリジナル番組賞7部門の最優秀賞から1作品に大賞が贈られる。 
＜特別協賛＞スカパーJSAT株式会社、株式会社ジュピターテレコム ＜協賛＞株式会社KADOKAWA 

大賞 
バラエティ番組部門最優秀賞 

 

＜審査委員の講評＞吉岡 忍 審査委員長（ノンフィクション作家） 

テレビは、視聴者とのあいだに共感や対話の空間をつくっていくこ

とで成り立つメディアである。視聴者参加の番組は、その空間の広

がりを示すものだった。ところが、地上波テレビからはそうした番組

が消えている。芸人でもタレントでもない、普通の市民が難問に

次々答えていく視聴者参加型のクイズ番組の消滅は、痩せ細って

いく地上波テレビの象徴でもあった。 

 ところが、テレビのそのエネルギーは衛星放送のなかに引き継が

れていた。しぶとく、しかも、いかにも衛星放送らしく、奇形ともいえ

る超難問のクイズ番組として。これでは一般視聴者は答えられない、

と言ってはいけない。いまや普通の市民がそれぞれに限られた分

野とはいえ、専門知識を駆使して仕事をし、暮らしている。本作は、

視聴者像の多様化、多極化に対応する衛星放送の可能性を、楽し

く示している。 

ＫＮＯＣＫ ＯＵＴ（ノックアウト）～競技クイズ日本一決定戦～ 

ファミリー劇場 （株式会社ファミリー劇場） 

©東北新社 

視聴者参加型クイズ番組が地上波から激減した現在、一般クイズプレイヤー達は自らクイズ大会を開き、その中でクイズのレベ
ルを上げ続けた。常人が理解できない問題を、理解できない速度で押す、それを「競技クイズ」と呼ぶ。競技クイズプレイヤーの
中で現在最強は誰なのか？それを決める大会である。 

「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」特設HP   https://thetv.jp/jsba  

再放送：8月6日（日）午後9時20分～ 
 



「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」 オリジナル番組賞 最優秀賞 

追悼 演出家・蜷川幸雄 

日本映画専門チャンネル （日本映画放送株式会社） 

写真提供：ニナガワカンパニー MY PROMOTION 東宝 中根公夫 
 

最優秀賞 

「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」 オリジナル編成企画賞 最優秀賞 

ミニ番組・番組PR部門 
日本映画専門チャンネル×サバイバルファミリー  
              矢口史靖の「映画の常識、それほんと！？」 

日本映画専門チャンネル （日本映画放送株式会社） 

©日本映画専門チャンネル 

ドキュメンタリー番組部門 爆走風塵 ～中国・激変するトラック業界～ 

ＮＨＫ ＢＳ１ （日本放送協会） 

2016 年5 月に亡くなった演出家・蜷川幸雄。その日、劇場は静寂に包まれた。対照的に報道は“世界のNINAGAWA 逝去” 
を連呼した。“世界の” ってなんだよ、ずいぶん乱暴な物言いじゃないか。“蜷川” が“NINAGAWA” になった3 作品。奇跡
的に現存した映像を放送すべきだと思った。 

＜審査委員の講評＞宮崎 美紀子 氏（東京中日スポーツ 報道部） 
「蜷川幸雄は、いつ世界のＮＩＮＡＧＡＷＡになったのか」。その答えがここにある。
「王女メディア」「ＮＩＮＡＧＡＷＡマクベス」「近松心中物語～それは恋～」の三本を
見れば、特集番組の中で語られている「歌舞伎でもない新劇でも商業演劇でもな
い、どこにもない」蜷川演劇の真髄がわかる。いずれも１９８０年代の上演で、主
演は平幹二朗。このこだわりが演劇ファンにはたまらない。 
若手俳優の育成、シェークスピア作品の全作上演など蜷川さんの功績は多岐に
わたる。あれこれかき集めることもできただろうが、この三本にこだわったのが潔
い。「とにかくこの三本を見ろ」といわんばかりの編成担当者の熱意が伝わってき
た。偏愛と呼ぶべきかもしれないが、偏愛こそ有料専門チャンネルの生命線。愛
にあふれた、どこにもない蜷川追悼番組を見せてくれた。 

映画『サバイバルファミリー』の公開を記念した、矢口史靖監督によるオリジナル番組。「エレベーターの天井から脱出、ほん
とにできる？」など、映画やドラマなどでよく観るシーン、それって本当？前半のドラマ部分を矢口監督作でお馴染み田中要
次が演じ、後半の実証部分は専門家に聞いてみる。 

＜審査委員の講評＞石井 彰 氏（放送作家） 

威嚇射撃のため空に向かってピストルを撃つなど、映画やテレビドラマなどでよく
見かける場面を、実際にやってみたらその後どうなるのか？を検証するという企
画・発想がまず秀逸でした。前半のドラマでは田中要次の迫真の演技もあいまっ 

て、観客を「知っているようでじつは知らない」世界に案内してくれる豪華な２分間
でした。後半の専門家による検証も、専門家の選び方などにエンターテインメント
性が感じられ、ナビ番組というより自立した番組として楽しむことができたのは、
特筆に値します。どんな番組でも「真剣に遊ぶ」面白さを追求することの大切さを
教えられた、素晴らしい番組でした。 

中国庶民の姿が見えにくくなっている昨今、急速な経済発展によって生じた格差や差別に苦しみながらも必死に生きようと
する人々の心情を知ることは、真実の中国を理解する上で欠かせない。中国経済を底辺で支えるトラック運転手の暮らしや
彼らの思いにそれを求めた。 

＜審査委員の講評＞音 好宏氏（上智大学 文学部新聞学科 教授） 
中国大陸の巨大な物流を支え、一日数百キロをも爆走するトラック・ドライバー
の仕事は、映像で見ているだけでも、その過酷さが伝わってくる。 
作品では、３人の長距離トラック・ドライバーにカメラが密着することで、「改革開
放」以降、経済成長が著しい一方で、様々なところで、歪みと矛盾が目立ち始め
た中国経済の実態を浮き彫りにしようとしている。そこに描かれるのは、ある種
活気に満ちた、また、ある種寒々しくもある、中国の庶民の暮らしぶりである。 
中国取材では定評のある制作会社テムジンが担当しただけあって、庶民の目線
から中国社会のいまを描いた見応えがあるドキュメンタリー作品に仕上がって
いる。 

再放送：7月29日（土）午後1時～ 
 



「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」 オリジナル番組賞 最優秀賞 

©Mystery Channel Inc. 

ＮＨＫ ＢＳ１ （日本放送協会） 

中継番組部門 ゆる～く深く！プロ野球 

アニメ番組部門 甦るノルシュテインの世界 #1「霧の中のハリネズミ編」  

イマジカＢＳ （株式会社IMAGICA TV） 

©2016 F.S.U.E C&P SMF 

情報番組・教養番組部門 英国男優のすべて 英国男優はこうして作られる 

ＡＸＮミステリー （株式会社ミステリチャンネル） 

 

シネフィル・イマジカからイマジカＢＳまで、20 年間受け継がれる名画を愛する心。その集大成として、世界最高のアート・ア
ニメーターであるユーリー・ノルシュテイン監督の作品を、IMAGICA の総力を結集して日本で完全修復。世界唯一のHD 高画
質で独占初放送をする番組を制作しました。 

＜審査委員の講評＞田中 早苗 氏（弁護士） 
ユーリー・ノルシュテイン監督の作品の素晴らしさには、息をのむ。アニメに出てく
る動物たちの悲しい顔、こころもとない顔、驚いた顔など、感情豊かで魅了される。 

この作品を日本で完全修復、ＨＤ高画質で独占初放送したことは、非常に価値が
あり、意義深い企画である。  

番組の前半で、ユーリー・ノルシュテイン監督の作品づくりに関する解説や、監督
へのインタビューもあり、この番組でユーリー・ノルシュテイン監督作品の全体像
も知ることができる。ドキュメンタリーとしても、見ごたえがあった。 

年間100 試合近く中継しているプロ野球。たまにはもっと違った楽しみ方を提案したいと思い企画しました。その名の通り、
“ゆる～い” 雰囲気のなか、普段の中継ではお伝えしきれない“深い”部分にもとことんこだわることをめざしました。サブ
チャンネルならではのチャレンジです。 

＜審査委員の講評＞小宮山 悟氏（野球評論家） 
第7 回衛星放送協会オリジナル番組アワード、中継番組部門において、『ゆる～く、
深くプロ野球』の最優秀賞受賞に際して、審査委員を代表し、一言、お祝いを申し
上げます。 
野球中継を多角的に、尚且つ、視聴者からの質問に対し、スタジオの解説者から
名回答を引き出し、野球好きのタレントを巧く使った飽きさせない演出、面白かっ
たです。『エレクトーンの演奏』の説明、さらには、独自の視点から、『ファウルボー
ル』にフォーカスし、試合中継と同時進行で、観ている人たちが、肩肘張らずに、ま
さに、ゆる～く、深く、のんびり観戦出来る、素晴らしい番組でした。「野球は筋書き
のないドラマ」とは言うものの、今ひとつ、盛り上がりに欠ける試合も、数多く見受
けられるのも事実です。そんな時に、こんな中継であれば、ちょっとドラマティックな
試合展開になるんではないでしょうか？ 
野球中継が、日々進化を遂げる中、次回以降も、奇想天外なものを提供してくれ
ると期待をしております。何はともあれ、おめでとうございます。 

AXNミステリーの主要コンテンツである英国ドラマは、なぜ世界的に評価されているのか？その魅力を、今注目度が高い、
旬な“英国男優” に焦点を置いて解説することにより、幅広い人々に、英国ドラマの魅力を示し、AXNミステリーで放送して
いる英国ドラマへ関心喚起することを目的とした番組。 

＜審査委員の講評＞ 近藤 孝 氏（読売新聞東京本社 編集局文化部 次長） 

日本のテレビ、映画の俳優、特に若い俳優を見ていて物足りなさを感じる人は多
いのでは。番組内で、ナビゲーターを務める鴻上尚史氏が指摘するように、映画
やテレビでは、撮影や編集によって、演技の拙さをカバーできるから、それなりに 

見られるが、それなり以上にはなりにくいということなのだろう。その点、海外ドラマ
で活躍する英国俳優の演技は見事である。番組は、その理由として、彼らの演劇
経験の豊かさをあげ、一流の俳優を育て上げる英国演劇の伝統と俳優養成シス
テムを丁寧に紹介する。留学経験のある鴻上氏の解説が具体的で、演劇に疎くて
もすんなり理解できる。日本のメディアでは初という王立演劇学校（ＲＡＤＡ）への
本格的な映像取材も興味深く見ることができた。 

再放送：8月3日（木）午後6時30分～ 

再放送：8月4日（金）午後9時～ほか 



「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」 オリジナル番組賞 最優秀賞 

ＷＯＷＯＷプライム （株式会社ＷＯＷＯＷ） 

ドラマ番組部門 ドラマＷ 稲垣家の喪主 

オリジナル編成企画賞 渥美清さん没後20年 “寅さん”特集 

ＮＨＫ ＢＳプレミアム （日本放送協会） 

「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」 審査委員特別賞 

アニメ番組部門 鬼平 

時代劇専門チャンネル (日本映画放送株式会社） 

©オフィス池波/ 文藝春秋/ 「TVシリーズ鬼平」製作委員会 

WOWOW 第9 回シナリオ大賞受賞作品。WOWOW では異色のコメディ作品で、広末涼子、バカリズム、森山未來で贈る、
笑って泣けるホームコメディ。観た後ほっこりする、そんなドラマです。家族ドラマでありがならキャラクターの濃い登場人物
と盛り沢山な展開、音楽にもご注目ください。 

＜審査委員の講評＞鴨下 信一 氏（演出家）  
嬉しいことに今期のドラマには秀れたものが多かった。その中で選ばれたのは、
なんと現代劇、そしてなんと喜劇。脚本がよくてスタッフがよくて役者がよくなくては
この難関は突破出来ない。「稲垣家の喪主」はこの奇蹟をなしとげました。特に子
供たちの素晴らしかったこと―。ほんとうに、おめでとうございます。特に＜あがり
性＞の描写には苦労されたと思います。お手本になるような「英国王のスピーチ」
の例もあり、今後ともドラマの素材を注意ぶかく拡げていって欲しいものです。 

“寅さん” こと渥美清さんが亡くなって２０年の節目にあたり、“寅さん” を振り返る特集番組やドラマ、映画を集中的に編成
し、ロイヤルカスタマーを中心にBSプレミアムをアピール。「寅さんに会える夏。」というキャッチコピーでプロモーション展開
も行った。 

＜審査委員の講評＞小峰 健二 氏（朝日新聞東京本社  文化くらし報道部） 

没後２０年を記念し、大衆を笑わせ泣かせた喜劇役者・渥美清を特集。「男はつらいよ」シリーズを
単に放送するだけでなく、様々な側面から国民的俳優を見つめ直し、知られざる〝寅さん〟像に
迫った。特に「風天」の俳号で詠み続けた２００超の俳句から人間・渥美を浮き上がらせた「寅さん、
何考えていたの？～渥美清・心の旅路～」は出色の出来。浅丘ルリ子や倍賞千恵子、山田洋次
ら証言者として登場する面々が豪華で、ＮＨＫの自力を感じさせる。句のイメージ映像も丁寧に作 
り上げ、細部にも手を抜かない姿勢もうかがえた。もちろん、一番の魅力は渥美による味わい深
い句である。あっけらかんとした語感に、ちょっぴり哀愁をしのばせる、その腕の確かさに驚いた
視聴者も多かったはず。この番組を筆頭に「渥美＝寅さん」の魅力を、特番など５番組と映画１０
本の延べ２３時間で、余すことなく伝えた好企画となった。 

時代劇の“未来” がここにある。数々のオリジナル時代劇を手掛けて来た時代劇専門チャンネルが満を持して挑むアニメ時
代劇。「この世界の片隅に」の丸山正雄/ スタジオM2 を迎え、今年誕生50 周年となる池波正太郎原作「鬼平犯科帳」を初の
アニメ化。全ての鬼平ファンと次世代に向けて放つ新たなる挑戦！ 

＜審査委員の講評＞田中 早苗 氏（弁護士） 

あの「鬼平犯科帳」がとうとうアニメ化された。アニメにしたことで、実写とは異なるアクションの華
麗さ、シャープさ、スピード感を感じ、時代劇の新たな地平を切り開いたといえる。 
作画も素晴らしく、目を見張るものがあった。実力派声優達を起用し、時代劇らしく、重厚で渋み
のある声に魅了された。さらに、アニメ化したことで、時代劇初心者や時代劇が苦手な若者にも、
時代劇へのハードルが低くなった。時間も２４分で見やすく、飽きさせず、かつ、楽しめる良い企
画である。 

再放送：9月29日（金）深夜2時45分～ (#1～#6) 
     10月6日（金）深夜2時～     (#7～#13) 
 

再放送：9月22日（金）午前5時～（予定） 
 



ドキュメンタリー番組部門 国際共同制作プロジェクト 格闘ゲームに生きる 

ＷＯＷＯＷプライム （株式会社ＷＯＷＯＷ） 

「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」 審査委員特別賞 

バラエティ番組部門 

ＮＨＫ ＢＳ１ （日本放送協会） 

 

めざせ！オリンピアン“野獣”松本薫 ×“ビビり”１５歳  
            柔道 世界のワザと心を本気で伝授！ 

■本件に関するお問い合せ 

株式会社ユース・プラニングセンター 

電話：03-3406-3411 FAX：03-3499-0958 

河名（k-kawana@ypcpr.com/090-7900-2759） 

■その他のお問い合せ 

一般社団法人衛星放送協会 

電話：03-6441-0550 

﨑山（sakiyama@eiseihoso.org） 

「第7回衛星放送協会オリジナル番組アワード」特設HP   https://thetv.jp/jsba  

五輪で活躍したアスリートが次世代の逸材と１対１で向き合い、超一流のワザや心を本気になって伝える姿を通じ、五輪を
夢見る多くの若者を応援する企画。短時間の出会いで思いもよらぬ変化を見せる子供達の無限の可能性を、爽かな笑い
に包んだスタジオトークで見守るスポーツバラエティとして演出。 

＜審査委員の講評＞吉岡 忍 氏（ノンフィクション作家） 
オリンピックメダリストであって、無愛想な松本と、オリンピック出場が夢だけど、と
無表情にはにかむ少女。野獣の闘志と、無垢のひたむきさ。この取り合わせが、
映像に奥行きを与えている。前半、乱取りをしながらじっと少女の様子をうかがっ 
ていた松本は、中盤以降、的確にその弱点、見直すべきところを指摘していく。少
女の納得、吸収の速さにも、目を見張る。視線の位置、足指の使い方など、柔道
とはどういうスポーツかがよくわかる。では、このあと、少女の実際の対戦成績は 
どうなったか、彼女はどう変わったか。そこまでフォローしたら、スポーツバラエティ
を超え、これは一級のドキュメンタリーにもなっただろう。 

今TV ゲームの世界では、プレイすることで報酬を得るプロがいる。2015 年12 月に開催された世界大会での決戦に向け、
1 年に渡り密着取材。WＯWＯW、東京ビデオセンター、CNEX（台湾）との国際共同製作により、世界規模で活躍する4 カ国
5 人の“プロゲーマー” トップ選手の生き様を追った。 

＜審査委員の講評＞音 好宏 氏（上智大学 文学部新聞学科 教授） 
世界的にはｅ－Ｓｐｏｒｔ（エレクトロニック・スポーツ）として市民権を獲得しているビ
デオゲームの世界にカメラが密着。人気の対戦格闘技ゲーム「ストリートファイ
ター」シリーズに熱狂する４カ国のプロプレーヤー５人にカメラが密着したドキュメ
ント。格闘ゲームにどっぷり浸かった生活を嬉々として受け入れ、また、その参戦
を自らノルマ化していくそのプロゲーマーの生き方が描かれることで、ｅ－Ｓｐｏｒｔ
の魔力の深さを感じさせる。 

日本のドキュメンタリー制作において国際共同制作の模索は、ある種ブームにな
りつつあるが、本作品も台湾との国際共同制作プロジェクトによって作られている。
ノーナレーションでの番組進行など、国際共同制作なればこその作り手たちの新
たな表現に対する意欲を、随所に感ずる作品である。 

再放送：9月14日（木） 深夜2時45分～（予定） 
 


